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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1)連結経営指標等

　

回次
第115期

第１四半期連結累計(会計)期間
第114期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,782,164 11,700,522

経常利益 (千円) 205,334 545,826

四半期(当期)純利益 (千円) 97,200 142,145

純資産額 (千円) 8,668,477 8,592,040

総資産額 (千円) 14,273,883 14,102,447

１株当たり純資産額 (円) 253.84 251.59

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 2.85 4.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ─

自己資本比率 (％) 60.73 60.93

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 291,482 602,007

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △571,284 △416,526

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △76,890 △94,929

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,041,674 1,398,368

従業員数 (名) 606 612

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２　潜在株式調整後１株当たり第１四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に、重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)      606 （305）

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。 

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)         574 （272）

(注) １　従業員数は、当社から子会社への出向者を除いた就業人員数であります。 

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

 

(1) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績は、次のとおりであります。

　　　　　　　　　仕入高(千円)

料理飲料材料 144,226

食品製造材料  14,175

合計 158,401

(注) １　当社グループの提供する食品及びサービスは、各事業部門間に複雑に関連し、事業単位で生産実績を記載する
ことができないので、基礎的な材料の仕入額を記載しております。

２　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績は、次のとおりであります。

　

受注高 受注残高

金額（千円） 金額（千円）

宴会 　　　　　　　　　1,585,376 　　　　　　　　　2,442,341

（一般宴会） （1,240,341） （1,878,041）

（婚礼） （332,606） （548,600）

（展示会） （12,429） （15,700）

売店他  　　　　　　　　　　244,330                      26,063

合計  　　　　　　　　　1,829,706                    2,468,404

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績は次のとおりであります。
　

販売高(千円)

宴会 1,578,055

食堂 961,204

売店他 242,905

合計 2,782,164

(注)　 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

（1）経営成績の分析 

当社グループの第1四半期の業績は、積極的に営業活動を展開いたしましたが、昨年度末に霞が関東京

會舘と一部施設の閉鎖による影響で売上高は前年同期比減収となりました。 

　宴会部門については、同業他社との受注競争がますます激しくなる状況下、全社をあげて企業、団体への

積極的なセールス活動を展開したものの、前記の閉鎖店舗分の売上げの減少及び法人関連の宴会受注が

伸び悩み、前年同期実績を下回りました。 

　食堂部門についても宴会部門同様、閉鎖店舗の売上げの減少や景気減速による法人、個人需要の低迷な

どにより既存店の売上げが伸び悩み前年同期比で減少となりました。 

　この結果、当第１四半期の連結売上高は2,782百万円（前年同期比7.0%減）となり、経費面では、原材料

の高騰が続くなか、原価管理の一層の徹底と諸経費の削減を推し進めましたが、退職給付費用の増加など

もあり営業利益は160百万円（前年同期比31.3%減）、経常利益は205百万円（前年同期比17.5%減）とな

りました。これに前述の営業所閉鎖に伴う特別利益の受取補償金120百万円、特別損失の固定資産除却損

112百万円などを計上し、連結四半期純利益は97百万円（前年同期比35.4%減）となりました。 

 

（2）財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度末比171百万円（1.2％）増加して、14,273百万円となりました。流動資産は

同513百万円（20.4％）増加の3,034百万円、固定資産は同341百万円（3.0％）減少の11,236百万円とな

りました。 

　流動資産増加の主な要因は、有価証券が699百万円増加し、現金及び預金が356百万円減少したことなど

によります。 

　固定資産のうち有形固定資産は、196百万円減少の7,689百万円となり、その主な要因は、霞が関東京會舘

閉鎖に伴う有形固定資産の除却112百万円・減価償却実施額109百万円の減少等によるものであります。 

　投資その他の資産は、145百万円減少の3,540百万円となり、その主な要因は、霞が関東京會舘閉鎖により

保証金が120百万円減少したことなどによります。 

　負債合計は、前連結会計年度比94百万円（1.7％）増加の5,605百万円となりました。流動負債は同250百

万円（11.8％）減少の1,873百万円、固定負債は同345百万円（10.2％）増加の3,732百万円となりまし

た。 

　純資産合計は、前連結会計年度比76百万円（0.9％）増加して8,668百万円となりました。主な要因は、四

半期純利益の増加、配当金の支払などによるものであります。 
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ356百万円減少し、1,041百万円となりました。 

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は291百万円となりました。 

　これは主に税金等調整前四半期純利益175百万円に加え、減価償却費109百万円や有形固定資産除却損

112百万円等の非資金取引による増加、及び法人税等の支払額82百万円等によるものであります。 

 

（投資活動にによるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は571百万円となりました。 

　これは主に保証金の償還による収入120百万円、及び有価証券の取得による支出698百万円等によるもの

であります。 

 

（財務活動にによるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は76百万円となりました。 

　これは主に配当金の支払額76百万円等によるものであります。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社東京會舘(E04535)

四半期報告書

 6/20



第３ 【設備の状況】

（1）主要な設備の状況

当社霞が関東京會舘を平成20年３月31日に閉店し、これに伴い、当第１四半期連結会計期間において

112百万円の設備の除却を行ないました。

　

　

（2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 89,000,000

計 89,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,639,43434,639,434
東京証券取引所　　市

場第二部
―

計 34,639,43434,639,434― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　　平成20年６月30日 ― 34,639,434 ― 3,700,011 ― 925,002

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

  平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
488,000

―
株主として権利内容に制限のない、
標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
33,811,000

33,811同上

単元未満株式
普通株式　
340,434

― 同上

発行済株式総数 34,639,434― ―

総株主の議決権 ― 33,811 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式259株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

   平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　株式
会社東京會舘

東京都千代田区丸の内　　　
３-２-１

488,000― 488,000 1.41

計 ― 488,000― 488,000 1.41

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 　５月 　６月

最高(円) 569 566 540

最低(円) 452 515 505

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。　　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附

則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)の四半期連結財務諸表について、きさらぎ監査法人により四半期レビューを

受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,041,674 1,398,368

売掛金 820,946 726,655

有価証券 699,358 －

商品及び製品 53,528 49,672

仕掛品 8,326 3,818

原材料及び貯蔵品 86,659 84,340

繰延税金資産 153,086 121,062

その他 173,936 139,574

貸倒引当金 △2,607 △2,430

流動資産合計 3,034,910 2,521,061

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,953,390 4,123,867

機械装置及び運搬具（純額） 156,721 163,102

工具、器具及び備品（純額） 496,481 516,283

土地 3,083,082 3,083,082

有形固定資産合計 ※1
 7,689,675

※1
 7,886,336

無形固定資産

電話加入権 7,012 7,012

無形固定資産合計 7,012 7,012

投資その他の資産

投資有価証券 1,435,221 1,350,929

繰延税金資産 1,280,300 1,301,408

その他 828,905 1,037,323

貸倒引当金 △4,200 △4,340

投資その他の資産合計 3,540,227 3,685,321

固定資産合計 11,236,915 11,578,670

繰延資産

開発費 2,057 2,715

繰延資産合計 2,057 2,715

資産合計 14,273,883 14,102,447
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 269,713 272,151

短期借入金 370,000 370,000

未払金 386,257 414,586

未払法人税等 90,142 103,727

賞与引当金 273,300 182,100

その他 483,796 780,648

流動負債合計 1,873,210 2,123,213

固定負債

退職給付引当金 3,183,785 3,195,234

役員退職慰労引当金 － 191,959

その他 548,410 －

固定負債合計 3,732,195 3,387,193

負債合計 5,605,406 5,510,406

純資産の部

株主資本

資本金 3,700,011 3,700,011

資本剰余金 3,654,271 3,654,271

利益剰余金 1,084,205 1,072,382

自己株式 △192,575 △191,902

株主資本合計 8,245,913 8,234,763

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 422,563 357,277

評価・換算差額等合計 422,563 357,277

純資産合計 8,668,477 8,592,040

負債純資産合計 14,273,883 14,102,447
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
　  至 平成20年６月30日）

売上高 2,782,164

売上原価 2,343,113

売上総利益 439,050

販売費及び一般管理費

給料及び手当 113,940

賞与引当金繰入額 8,910

役員退職慰労引当金繰入額 3,989

その他 151,810

販売費及び一般管理費合計 278,650

営業利益 160,399

営業外収益

受取利息 1,406

受取配当金 12,685

生命保険配当金 25,857

その他 8,143

営業外収益合計 48,092

営業外費用

支払利息 1,740

開発費償却 658

コミットメントフィー 687

その他 72

営業外費用合計 3,158

経常利益 205,334

特別利益

受取補償金 120,000

特別利益合計 120,000

特別損失

固定資産除却損 ※1
 112,333

固定資産処分損 9,044

役員退職慰労金 28,321

特別損失合計 149,698

税金等調整前四半期純利益 175,635

法人税、住民税及び事業税 81,319

法人税等調整額 △2,884

法人税等合計 78,434

四半期純利益 97,200

EDINET提出書類

株式会社東京會舘(E04535)

四半期報告書

13/20



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
    至 平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 175,635

減価償却費 109,708

繰延資産償却額 658

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,448

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △191,959

賞与引当金の増減額（△は減少） 91,200

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37

長期未払金の増減額（△は減少） 193,910

受取利息及び受取配当金 △14,092

支払利息 1,740

支払手数料 687

有形固定資産除却損 112,333

売上債権の増減額（△は増加） △94,290

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,684

その他の流動資産の増減額（△は増加） △32,901

仕入債務の増減額（△は減少） △2,437

その他の流動負債の増減額（△は減少） 34,094

小計 362,191

利息及び配当金の受取額 13,460

利息の支払額 △1,755

法人税等の支払額 △82,414

営業活動によるキャッシュ・フロー 291,482

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △698,772

投資有価証券の取得による支出 △27,040

有形固定資産の取得による支出 △51,804

貸付けによる支出 △1,900

貸付金の回収による収入 2,956

敷金及び保証金の回収による収入 120,788

保険積立金の積立による支出 △795

保険積立金の払戻による収入 85,282

投資活動によるキャッシュ・フロー △571,284

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △672

配当金の支払額 △76,218

財務活動によるキャッシュ・フロー △76,890

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △356,693

現金及び現金同等物の期首残高 1,398,368

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,041,674
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間 
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　 会計方針の変更 

   棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を当第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

　　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

　　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第１四半期連結会計期間末 
（平成20年６月30日)

前連結会計年度末
（平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　7,753百万円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　　8,182百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
  　至　平成20年６月30日）

※１　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。 

　　　　種類　　　　　　　           除却損

　　　建物　　　　　　　　　　　　　 99,862千円

　　　機械装置及び運搬具　　　　　　  3,646千円　　

　　　工具、器具及び備品　　　　　  　8,823千円

　　　　計　　　　　　　　　　　　　112,333千円

 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,041,674千円

現金及び現金同等物 1,041,674千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 34,639,434

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 489,534

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の　原

資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 85,377 2.5平成20年３月31日 平成20年６月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

 当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）　 

 当社グループは、レストラン・宴会事業及びこれらに関連した業務を行う単一セグメントであり、

　　事業の種類別セグメントは記載を省略しました。

　

【所在地別セグメント情報】

 当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）　

 在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

 当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

253.84円 251.59 円

（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 8,668,477 8,592,040

普通株式に係る純資産額（千円） 8,668,477 8,592,040

普通株式の発行済株式数（株） 34,639,434 34,639,434

普通株式の自己株式数（株） 489,534 488,259

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数（株）

34,149,900 34,151,175

　

２　１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 2.85円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
   至 平成20年６月30日）

四半期連結損益計算上の四半期純利益（千円） 97,200

普通株式に係る四半期純利益（千円） 97,200

普通株主に帰属しない金額 －

普通株式の期中平均株式数（株） 34,150,729

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月13日

株式会社東京會舘

取締役会　御中

　

きさらぎ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　佐　　藤　　好　　生　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　後　　　　　宏　　治　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社東京會舘の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東京會舘及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）1　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 2　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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